
コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
さ
れ
る
米
国
経
済
の 

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
強
さ

　

２
０
２
１
年
の
米
国
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
年
前
半
に
抑
制
出
来
れ
ば
、
か
な
り

明
る
い
見
通
し
だ
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
水
準
は
年
内
に
も

コ
ロ
ナ
危
機
以
前
の
状
態
に
戻
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

日
米
欧
の
中
で
は
最
も
強
く
景
気
回
復
を
実
現
出
来

そ
う
だ
。
非
製
造
業
の
苦
境
で
苦
し
む
日
本
で
は
、

同
危
機
以
前
の
状
態
に
戻
る
の
は
早
く
て
も
２
０
２

３
年
初
め
に
な
る
と
み
ら
れ
、
景
気
回
復
の
ペ
ー
ス

の
違
い
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

米
国
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
強
さ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
の

米
国
経
済
は
感
染
が
拡
大
し
た
４
～
６
月
期
に
前
期

比
年
率
マ
イ
ナ
ス
31
％
の
大
き
な
落
ち
込
み
を
記
録

し
た
が
、
７
～
９
月
期
に
は
33
％
の
急
速
な
リ
バ
ウ

ン
ド
を
果
た
し
、
ほ
ぼ
相
殺
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

10
月
か
ら
猛
烈
な
速
さ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
再
拡
大
し
た
た
め
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
同

年
12
月
の
雇
用
者
数
は
８
カ
月
ぶ
り
に
少
し
減
少
し

た
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
10
～
12
月
期
の
経
済
成
長
率

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

白しらい
井
さ
ゆ
り

は
前
期
比
年
率
で
４
％
と
、
か
ろ
う
じ
て
プ
ラ
ス
成

長
を
実
現
出
来
て
い
る
。
し
か
も
、
企
業
の
景
況
感

を
示
す
米
供
給
管
理
協
会（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）の
購
買
担
当
者

景
気
指
数
は
、
製
造
業
・
非
製
造
業
と
も
に
上
昇
し

景
気
の
拡
大
を
示
す
50
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
製

造
業
に
至
っ
て
は
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
の
状
態
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
い
る
。

　

新
規
住
宅
着
工
件
数
も
増
え
て
お
り
住
宅
市
場
は

好
調
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
勤
務
が
増
え
た

こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
住
宅
に
住
み
替
え
る
住
宅
需

要
が
誘
発
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
家
具
な
ど
の
住
宅
関
連
商
品
の

需
要
も
刺
激
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
人
口
増

加
率
は
低
下
し
つ
つ
も
ま
だ
０
・
６
％
程
度
を
維
持

し
、
か
つ
44
歳
以
下
の
比
較
的
若
い
世
帯
数
が
さ
ほ

ど
減
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
住

宅
ロ
ー
ン
金
利
が
過
去
最
低
と
み
ら
れ
る
水
準
ま
で

低
下
し
た
こ
と
が
、
住
宅
投
資
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）の
大
幅
な
量
的
緩
和
に
よ
る
長
期
金
利
の
引

き
下
げ
が
住
宅
需
要
を
高
め
た
こ
と
が
、
日
本
よ
り

も
金
融
緩
和
効
果
が
高
く
な
り
経
済
成
長
の
回
復
に

繋
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Ｋ
字
型
回
復 

─
米
国
社
会
の
分
断
を
加
速
す
る
恐
れ

　

バ
イ
デ
ン
新
政
権
が
抱
え
る
最
大
の
経
済
的
課
題

と
は
何
か
。
そ
れ
は
米
国
の
景
気
回
復
パ
タ
ー
ン
が

「
Ｋ
字
型
」
の
状
態
に
あ
る
こ
と
だ
。
Ｋ
字
型
回
復

と
は
、
景
気
後
退
の
後
に
経
済
の
様
々
な
部
分
の
回

復
ペ
ー
ス
の
速
さ
と
強
さ
が
異
な
り
、
回
復
に
か
か

る
時
間
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

大
手
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
な
ど
が
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

の
生
活
様
式
を
支
え
、
遠
隔
で
の
労
働
・
教
育
、
娯

楽
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
な
ど
の
迅
速

な
提
供
に
寄
与
し
、
好
調
に
多
額
の
利
益
を
上
げ
て

い
る
一
方
で
、
観
光
、
飲
食
、
宿
泊
、
屋
外
娯
楽
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
苦
境

に
陥
っ
た
ま
ま
だ
。
同
じ
産
業
内
で
も
資
金
力
の
あ

る
大
企
業
は
比
較
的
柔
軟
に
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
応
出

来
て
い
る
が
、
小
規
模
企
業
は
苦
戦
し
て
い
る
。
失

業
率
は
現
在
６
・
３
％
で
、
失
業
者
は
１
０
０
０
万

人
を
超
え
て
お
り
、
企
業
の
都
合
で
仕
方
な
く
パ
ー

ト
タ
イ
ム
に
従
事
す
る
労
働
者
数
も
ま
だ
多
い（
図

バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
経
済
政
策
の
行
方
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表
）。
し
か
も
経
済
的
困
難
に
陥
っ
て
い
る
人
々
は

低
ス
キ
ル
・
低
所
得
労
働
に
集
中
し
て
お
り
、
株

価
・
不
動
産
が
高
騰
し
バ
ブ
ル
気
味
な
こ
と
も
重
な

っ
て
、
所
得
・
資
産
格
差
は
一
段
と
開
い
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
経
済
成
長
率
が
高
ま
っ
て
も
失
業

率
の
大
幅
な
低
下
が
望
め
ず
、
米
国
社
会
の
分
断
が

加
速
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
経
済
対
策
に
よ
る 

景
気
回
復
期
待

　
２
０
２
０
年
末
か
ら
少
し
ず
つ
前
向
き
の
動
き
も

最
大
の
目
玉
で
あ
る
気
候
変
動
対
策
に
焦
点
は
移
る
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
、
既
に
パ
リ
協
定

へ
の
復
帰
を
果
た
し
た
。
２
０
３
５
年
ま
で
に
電
力

発
電
に
よ
る
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
と
す
る
野
心
的
な

目
標
も
公
約
し
て
い
る
が
、
電
力
の
３
分
の
１
ず
つ

を
石
炭
と
ガ
ス
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
電
力
会
社

の
大
胆
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
必
要

で
、
容
易
で
は
な
い
。
既
に
国
有
地
で
の
新
規
石

油
・
ガ
ス
鉱
区
の
リ
ー
ス
権
付
与
を
停
止
し
、
化
石

燃
料
補
助
金
を
廃
止
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。

　

今
後
は
環
境
規
制
の
強
化
の
ほ
か
、
４
年
間
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
10
％
弱
に
相
当
す
る
２
兆
ド
ル
の
グ
リ
ー
ン

投
資
な
ど
に
よ
り
、
交
通
・
電
気
・
建
物
の
グ
リ
ー

ン
化
と
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
投
資
の
ほ
か
、
電
気

自
動
車
の
発
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
を
急
ぐ
。
化

石
燃
料
産
業
か
ら
の
労
働
者
の
受
け
入
れ
も
兼
ね
て

雇
用
拡
大
も
狙
う
。
果
た
し
て
排
出
量
の
削
減
に
繋

が
る
信
頼
出
来
る
対
策
を
打
ち
出
せ
る
の
か
、
既
に

環
境
政
策
で
大
き
く
先
行
す
る
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）に

追
い
つ
け
る
包
括
的
な
対
応
策
が
打
ち
出
せ
る
の
か

に
世
界
の
注
目
が
集
ま
る
。

　

ま
た
、
環
境
対
応
に
積
極
的
な
企
業
と
機
関
投
資

家
が
増
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
米
国
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
で
欧
州
と
並
び
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
可
能
性
が

高
い
。
中
国
も
２
０
６
０
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
宣
言
を
し
て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
金
融
市

場
の
拡
大
を
狙
う
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で

の
世
界
的
な
企
業
間
競
争
も
激
化
し
て
お
り
、
バ
イ

デ
ン
政
権
の
政
策
は
目
が
離
せ
な
い
。

見
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

今
年
初
め
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
新
規
感
染
者
数
は
減

少
し
て
い
る
。
１
人
最
大
６
０
０
ド
ル
の
直
接
給
付

を
含
む
約
９
０
０
０
億
ド
ル
の
追
加
対
策
案（
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
４
・
３
％
相
当
）も
２
０
２
０
年
末
に
成
立
し

た
。
さ
ら
に
２
０
２
１
年
１
月
半
ば
に
バ
イ
デ
ン
大
統

領
が
１
人
最
大
１
４
０
０
ド
ル
の
直
接
給
付
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
関
連
を
含
む
約
１
・
９
兆
ド
ル
の
追
加
対

策（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
９
％
相
当
）を
発
表
し
、
３
月
ま
で

に
は
関
連
法
案
が
成
立
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

最
低
賃
金
15
ド
ル
へ
向
け
た
段
階
的
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
議
会
で
議
論
が
紛
糾
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

要
因
を
受
け
て
景
気
回
復
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
株

高
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
今
年
の
米
国
経
済
成
長
率

は
こ
う
し
た
対
策
も
織
り
込
ん
で
４
％
以
上
を
実
現

出
来
る
可
能
性
が
あ
り
、
昨
年
の
マ
イ
ナ
ス
３
・
５

％
成
長
を
上
回
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
抑
制
や
所
得
格
差
の
改
善
に
は
不
十
分
と
見

る
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
１
月
末
に
は
政
府
調
達

で
米
国
製
品
を
優
先
し
、
無
保
険
者
の
医
療
保
険
加

入
を
促
し
、
か
つ
低
所
得
者
向
け
公
的
医
療
保
険
拡

充
の
た
め
の
大
統
領
令
に
署
名
し
て
い
る
。
今
後
は
、

イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ど
に
よ
る
雇
用
拡
大
を
目
指
し
、

出
来
る
だ
け
早
く
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
学
生
ロ

ー
ン
な
ど
の
支
払
い
減
免
に
よ
る
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
後
に
焦
点
と
な
る 

気
候
変
動
対
策

　

コ
ロ
ナ
対
応
が
一
服
す
れ
ば
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の

出所：米国労働統計局データより作成
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